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技術⼠⼀次試験・基礎科⽬の「ハミング距離」出題は知的ゲームである 
 
ハミング距離とは何であるかは、添付した出題⽂（令和１年度Ⅰ−２−５）に説明されてい
る。 
 
ハミング距離に関する出題である。この問題は、４分間（１５問／６０分）で解けるだろう
か？ 
 
 
（ア）１１１０００１と０００１１１０を重ね合わせて、⼀致しない箇所は７か所である。 
（イ）（ア）の解答が決定したので、（イ）に⼊るのは 
「➃１００１０１０」か「⑤」１０１１０１０」 
のどちらかである。 
 
７桁のビット列は送信過程で⾼々１ビットしか通信の誤りが起こらないとの仮定である。
受信ビット列「１００１０１０」の頭４⽂字の情報ビット列「１００１」を取り出し、許さ
れる４つの並び A〜D を表に⽰した。また、この候補となる送信ビットから付加ビットを
創⽣した。 
 
表の「送信ビット」＋「付加ビット」と候補となる➃および⑤の受信ビット列のハミング距
離を求めたところ、その候補として「１０１１０１１」（ハミング距離１）が有⼒な候補で
あることが分かった。従って答は⑤となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



出題は⽇本技術⼠会ホームページより⼊⼿ 

 


